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 ザリーフ外相は 1960 年生れ、米国のサンフランシスコ州立大学とデンバー大学で国際法を修
めている。2002 年から 2007 年までイランの国連代表を務め、その後はアーザード大学の副学
長などの職に就いていた。2013 年のハサン･ロウハーニー政権の発足当初から外相を務め、在
日大使であったアッバース･アラーグチーを参謀役にして長期間かつ困難を極めた G5+1 との
核交渉を 2015 年 7 月にまで導いた立役者である。 
 ザリーフ外相のインスタグラムにおける辞意表明の文意は以下のとおり。「ハズラテ･ファー












                                                   
1 ハズラテ･ファーテメ Hazrat-e Fatemeh Zahra は預言者ムハンマドの娘であり、第 4 代カリ
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ザリーフ外相が、2018 年初頭以降の米国の JCPOA 離脱 3の流れの中でイランの政策決定の周縁
に追いやられたという事を意味していよう。そしてそれに代わりイランの外交政策に対する発
言権を拡大しようとしているのが、ガーセム･ソレイマーニー司令長官に象徴される革命防衛隊
（Revolutionary Guard Corps、RGC）であるという事になる。 
 ソレイマーニー司令長官のシリアにおける活動はバッシャール･アサド大統領の存続に大き


























                                                   
3 イラン核合意はイランと G5+1（国連安保理の常任理事国とドイツ）との間で長期間にわた
る交渉の末 2015 年 7 月に合意に至ったが、2016 年 11 月に当選した米トランプ大統領は選挙
中からこの合意を激しく批判していた。 
4 Mohammad Ali Shabani, “’Iran has one foreign minister’: How Zarif is turning claimed 
weakness into strength,” al-Monitor, February 26, 2019. 
https://www.al-monitor.com/pulse/originals/2019/02/iran-zarif-resignation-vaezi-rouhani-k
hamenei-hardliners.html（2019年 3月 16 日アクセス） 































 他方で上述の 2 月 25 日のバッシャール･アサド大統領のテヘラン訪問は、2011 年末以来のシ
リア内戦の結果として現政府側が実質的に勝利を収めたことの内外へのアピールの意味を持っ
                                                   
5 Anon., “Rouhani leverages Sistani visit to maneuver on Iran's regional policy,” March 13, 2019. 
https://www.al-monitor.com/pulse/originals/2019/03/iran-iraq-rouhani-tour-sistani-historic-meeting-irgc-r
egion.html?utm_campaign=20190314&utm_source=sailthru&utm_medium=email&utm_term=Daily%2
0Newsletter（2019 年 3 月 16 日アクセス） 
6 米国務省のブライアン･フック対イラン政策担当官によると、イランは昨 2018 年 11 月制裁発
動以来、原油取引の禁止により 100 億ドルの損失を出しているという。 
https://www.reuters.com/article/us-ceraweek-energy-iran/us-says-iran-has-lost-10-billion-in-oil-revenue-
due-to-sanctions-idUSKBN1QU21X（2019 年 3 月 14 日アクセス） 




































務省の地位は日本などとは比較にならないほど大きなものがある。2 月 25 日アサド大統領のテ
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